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■ 調査の方法 

 本調査では佐久広域エリアへの旅行客の動向を、より実態的に把握するため、 

位置情報（※）データを用いて旅行実態を調査した。 

※位置情報…GPS（Global Positioning System／全地球測位システム）で得られた情報のこと。 

 

 本調査では、携帯電話のGPS機能により、携帯電話ユーザーからあらかじめ許諾を得た上で取得した位置情報の分布を、分析システ
ムにより個人を特定せずに統計処理したデータを用いて調査を行っている。 

  

（１）位置情報を使った調査の実施 

 本調査では、携帯電話のGPS機能により取得した位置情報データを分析の対象としている。 

サーバーに蓄積された位置情報の解析期間として設定した１ヵ月の間に 
実際に佐久広域エリアへ旅行を実施したと推測されたデータのみを、 
個人を特定することなく抽出し、これをもとに分析を行うこととした。 

（２）位置情報による調査結果の分析 

 本調査では、佐久広域エリア旅行者の「発地」「エリア内での周遊状況」「周辺観光地との周遊状況」等について明らかにし、 

  今後のエリア内周遊促進に係る課題を探り、解決の方向性を検討する。 

 

■ 位置情報の解析期間 

 調査対象の抽出にあたり、位置情報の解析期間を以下の通りとした。 

この期間に、実際に佐久広域エリアに旅行した人を調査対象としている。 

 ・2012ヹ7月20ヷから8月19ヷ 

GPS調査について 
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【現状】 

・高速交通網の発達により観光客のヷ帰り比率が高まっている。 

・平成26ヹ度の新幹線延伸により佐久広域エリアにおける停車回数減少の懸念。 

 

【在りたい姿】 

・新幹線延伸・中部横断道開通、をにらみ広域内の新幹線駅、ＩＣの利用促進。 

・平成26ヹ度の新幹線延伸の中でも佐久広域エリアにおける観光客の交流人口、滞在時間の増加。 

 

【課題】 

・ヹ間800万人といわれる軽井沢に来訪する観光客が佐久広域での周遊促進につながっていない。 

・佐久広域エリア内の観光資源の連動性が弱い。 

 

対象地域の現状、ゴール、課題について 
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【調査要件】 

・期間： 2012ヹ7月20ヷから8月19ヷ（1ヶ月間） 

・旅行者の定義：佐久広域内に自宅、勤務地がなく、軽井沢町エリアへ3時間(180分)以上滞在しているユーザー 

・宿泊者の定義： 対象エリア内に22時～翌04時のうちの4時間以上の滞在が判定されたユーザー 

・エリア範囲設定 ※別紙にてエリア設定マップ参照 

 - 佐久広域内ゾーン分け： 軽井沢町エリア以外で5エリアを設定 

本調査で確認したい仮説 解析条件の定義 アウトプット

①
【旅行者の発地情報】
軽井沢町エリアに滞在した旅行者が
どこから来ているのか

・軽井沢町へは首都圏北部発地の方の来訪が多く、
首都圏、南部・西部の来訪は少ないのではないか。

軽井沢町エリア・佐久広域連合エリアに自宅、勤務地がないユーザーが、
軽井沢エリアに一定時間以上滞在した例を抽出し、自宅エリアを特定。
自宅エリアは都道府県別にて特定。
（東京、埼玉、神奈川の3都県については市町村単位まで特定）

・旅行者の自宅エリアと人数
（都道府県別／東京、埼玉、神奈川の3都県のみ市町村別）

②

【旅行者の旅程情報】
軽井沢町エリアに滞在した旅行者の
-　全旅程内での宿泊/日帰り割合
-　宿泊者の宿泊地
-　軽井沢エリアでの平均滞在時間

・軽井沢町への旅行者は、ほとんどが日帰り旅行者である。
（軽井沢町や広域連合エリアには宿泊していない）

・「宿泊」の判定は、ゼンリンデータコム社の定義に基づく。
　（定義＝あるエリアに「22時～翌04時のうちの4時間」滞在が判定されたら
　そのエリアに「宿泊した」とします）
・滞在時間は、軽井沢町エリア内に最初に入った時間から、
　最後にエリアを出た時間の平均値を算出。

・軽井沢町エリアに滞在した旅行者の
　-　日帰り旅行者の人数
　-　1泊2日の人数＋自エリア宿泊or自エリア外宿泊の別
　-　2泊以上の人数＋自エリア宿泊or自エリア外宿泊の別
・軽井沢町エリアに滞在した旅行者の宿泊者全体での宿泊地解析
・軽井沢町エリアに滞在した旅行者の、軽井沢での平均滞在時間
※全て解析期間全体で集計

③

【旅行者の経路情報】
軽井沢町エリアに滞在した旅行者の
主な流入経路(ルート）

・現状、来訪者の多くが新幹線軽井沢駅や上信越道の利用者であ
り、
新幹線佐久平駅や中央道からの利用者は少ないのではないか。

・軽井沢町エリア来訪者を対象として、
　どの経路、手段を用いて、佐久広域連合エリアに流入しているのかを解析す
る。

→経路の設定　※今回特別に設定上限を10ヶ所としています
① 軽井沢 国道146号線 ←群馬県（草津）
② 軽井沢 国道18号線 ←群馬県方面
③ 軽井沢 上信越自動車道　碓氷軽井沢IC ←群馬県（長野）方面（上り・下り）
④ 小諸市 国道18号線 ←上田方面、上信越自動車道　←（軽井沢方面）
⑤ 立科町 国道142号線（254号線）
⑥ 立科町 国道152号線 大門峠 ←茅野市
⑦ 南牧村 国道141号線 ←山梨県
⑧ 佐久市 国道254号線（内山峠） ←群馬県
⑨ 軽井沢町 軽井沢駅
⑩ 佐久市 佐久平駅

・指定した経路（ルート）の利用人数（表）
・エリア地図上に経路をマークし、利用人数を記載（ビジュアル）

④
【旅行者の周遊情報】
軽井沢町エリアに滞在した旅行者の広域内
周辺エリアへの周遊の有無

・佐久広域エリアへの来訪者は、現状軽井沢エリア以外に
ほとんど回っていないのではないか。
（周遊している旅行者がいるとすれば、軽井沢エリアと
どこのエリアを回っているのか）

・軽井沢町エリア来訪者を対象として、
　佐久広域エリア内で、軽井沢町とどのエリアを周遊しているのかを解析する。

→周遊エリアの設定
A 野辺山・八ヶ岳高原エリア（南牧村、川上村、南相木村、北相木村）
B 松原湖高原・八千穂高原エリア（小海町、佐久穂町）
C 白樺湖高原エリア（立科町、旧望月町）
D 佐久平エリア（佐久市但し旧望月町を除く）
Ｅ 高峰、浅間高原エリア（小諸市、御代田町）

→各周遊エリアでの滞在判定しきい値 ※今回特別に個別設定を可としています
A  2時間30分
B　2時間
C　2時間30分
D　1時間30分
E　1時間30分

・基本エリア（軽井沢町）、周遊エリアの設定（地図上）
・佐久広域連合エリア内に指定した周遊エリアそれぞれの平均滞在時
間
・佐久広域連合エリア内に指定した周遊エリアへの、
　基本エリア（軽井沢町）からの周遊人数（実数）、％（表）
   -　軽井沢エリアのみ滞在率
   -　軽井沢エリアと周遊している各周辺エリアごとの滞在率
   -　基本エリアでの日帰りと宿泊×各周辺エリアでの日帰りと宿泊

解析項目
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■旅行者の発地情報（都道府県ランキング） 

旅行者の自宅エリア（都道府県）を上位20位まで特定 

期間中のサンプル総数：1486 

・発地は1位東京都、2位埼玉県、3位長野県、4位群馬県、5位神奈川県となって
いる。また上位5県で全体の約３/４を占めている。 

・長野県、群馬県、埼玉県の近隣からの来訪比率が高い結果といえ、軽井沢に行
く目的が観光旅行からヷ常のお出かけまで幅広いことがうかがえる。 

発地ランキング(都道府県) 

23%

16%

15%

13%

7%

5%

3%

3%
3%

2% 1%

1%
1%

1% 1% 1% 1% 1%

3%

東京都

埼玉県

長野県

群馬県

神奈川県

千葉県

新潟県

愛知県

栃木県

茨城県

富山県

岐阜県

静岡県

大阪府

福島県

宮城県

石川県

山梨県

その他

順位 都道府県 合計 割合

合計 1520 100.0%

1 東京都 347 22.8%

2 埼玉県 240 15.8%

3 長野県 234 15.4%

4 群馬県 199 13.1%

5 神奈川県 106 7.0%

6 千葉県 81 5.3%

7 新潟県 50 3.3%

8 愛知県 48 3.2%

9 栃木県 39 2.6%

10 茨城県 29 1.9%

11 富山県 16 1.1%

12 岐阜県 13 0.9%

13 静岡県 12 0.8%

13 ヸ阪府 12 0.8%

15 福島県 11 0.7%

16 宮城県 10 0.7%

16 石川県 10 0.7%

16 山梨県 10 0.7%

19 北海道 7 0.5%

20 京都府 6 0.4%

20 兵庫県 6 0.4%
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■旅行者の発地情報（指定都道府県内訳） 

指定した都道府県でのデータを市町村単位で抽出 

 

 

＜東京都＞            ＜埼玉県＞             ＜神奈川県＞ 

 
ヷ帰り 1泊 2泊以上

54 93 91

23%

39%

38% 日帰り

1泊

2泊以上

48%

30%

22%

日帰り

1泊

2泊以上

ヷ帰り 1泊 2泊以上

9 41 26

12%

54%

34%
日帰り

1泊

2泊以上

ヷ帰り 1泊 2泊以上

101 64 47

・首都圏の３つの県を抽出し宿泊傾向を見ると、ヷ帰り率は埼玉48％、東京23％、神奈川12％と
なっており軽井沢までの距離・交通利便性との相関関係が見て取れる。 

→夏休みという調査期間が影響を与えている可能性はあるものの、東京都・神奈川県からの旅行者は
宿泊者が3/４以上の結果となっている。 
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■旅行者の旅程情報 

旅行者の旅程別の旅行者数(回数)を特定 

・軽井沢エリアに一定時間滞在した（旅行者）の旅程別人数 ※軽井沢内の宿泊とは限らない 

・旅程内における軽井沢エリア内でのヷ帰り/宿泊実態 

＊同ユーザーが期間中2回旅行した場合は2カウント 

軽井沢エリア旅行者の旅程

日帰り 旅程内1泊 旅程内2泊 旅程内3泊

505 409 286 129

軽井沢エリア内での旅程内宿泊

日帰り 旅程内1泊 旅程内2泊 旅程内3泊

1035 234 56 4

38%

31%

21%

10%

日帰り

旅程内1泊

旅程内2泊

旅程内3泊

78%

18%

4% 0%

日帰り

旅程内1泊

旅程内2泊

旅程内3泊

・軽井沢旅行者の旅程はヷ帰りが最も多く38％。次いで1泊の31％。2泊21％。 

・軽井沢旅行者の旅程内での軽井沢宿泊は０泊が最も多く78％、次いで1泊が18％。 

→軽井沢エリア内での宿泊は22％だが、全旅程では62％が宿泊旅行となっており、他エリア宿泊旅程
の中で軽井沢に立ち寄る旅行者が多数いることがわかる。 
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■旅行者の旅程別発地ランキング 

旅行者の旅程別を特定し、さらに 

旅行者の自宅エリア（都道府県）別に分け上位20位まで抽出 

・ヷ帰りの多い発地は、1位長野県、2位群馬
県、3位埼玉県の順になっている。 

・宿泊の多い発地は首都圏でも東京都と埼玉
県が上位を占める結果となっている。 

 

→ヷ帰り旅程では、交通アクセス利便性の高
い地域（長野県・群馬県・埼玉県）が強い結
果となっている。 

→宿泊旅程でも、東京都と埼玉県が強く、上
信越自動車道、長野新幹線、などの高速交通
網利便性との相関が見てとれる。 

順位 都道府県 人数 順位 都道府県 人数 順位 都道府県 人数 順位 都道府県 人数

1 長野県 136 1 東京都 92 1 東京都 90 1 東京都 109

2 群馬県 123 2 埼玉県 64 2 埼玉県 46 2 神奈川県 30

3 埼玉県 101 3 長野県 57 3 千葉県 26 3 埼玉県 28

4 東京都 51 4 群馬県 44 4 神奈川県 26 4 千葉県 21

5 栃木県 16 5 神奈川県 40 5 愛知県 15 5 愛知県 16

6 新潟県 12 6 千葉県 24 6 群馬県 13 6 長野県 14

7 千葉県 10 7 新潟県 19 7 茨城県 10 7 群馬県 11

8 神奈川県 9 8 愛知県 13 7 新潟県 10 8 新潟県 9

9 茨城県 5 9 栃木県 11 9 長野県 8 9 ヸ阪府 8

9 富山県 5 10 茨城県 8 10 栃木県 6 10 静岡県 7

11 愛知県 4 11 富山県 6 11 富山県 5 11 宮城県 6

12 山梨県 3 12 岐阜県 5 12 岐阜県 4 11 茨城県 6

13 福島県 2 13 福島県 4 13 福島県 3 11 栃木県 6

14 石川県 1 13 山梨県 4 13 石川県 3 14 北海道 5

15 宮城県 2 13 静岡県 3 14 京都府 5

15 山形県 2 13 三重県 3 14 兵庫県 5

15 石川県 2 17 北海道 2 17 石川県 4

15 静岡県 2 17 宮城県 2 17 岐阜県 4

15 ヸ阪府 2 17 ヸ阪府 2 17 愛媛県 4

20 京都府 1 20 岩手県 1 20 山梨県 3

20 山口県 1 20 山形県 1 20 福岡県 3

20 徳島県 1 20 福井県 1 22 福島県 2

20 滋賀県 1 23 岩手県 1

20 兵庫県 1 23 山形県 1

20 島根県 1 23 福井県 1

20 岡山県 1 23 三重県 1

旅程内日帰り 旅程内1泊 旅程内2泊 旅程内3泊以上
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■旅行者の宿泊地情報 

旅行者の旅程内での宿泊地を特定 

じゃらんnetのエリア分類に合わせて上位20位まで抽出 

・軽井沢来訪者のうち、宿泊を伴う旅程で「軽井沢エリア」に宿泊した人は36.4％。 

・軽井沢来訪者のうち、宿泊を伴う旅程で「軽井沢エリア」「万座・嬬恋・北軽井沢エリア」「佐久・小
諸エリア」に宿泊した人は53.2％。 

→佐久広域エリア外に宿泊しながらも、旅程内で軽井沢に訪れた旅行者が多くいることがわかる。 

順位 都道府県 エリア名 人数 割合

1 長野県 軽井沢 753 36.4%

2 群馬県 万座・嬬恋・北軽井沢 238 11.5%

3 長野県 佐久・小諸 110 5.3%

4 群馬県 草津・尻焼・花敷 64 3.1%

5 長野県 長野・飯綱・戸隠 50 2.4%

6 長野県 上田・別所・鹿教湯 35 1.7%

7 群馬県 碓氷・磯部 30 1.4%

8 長野県 松本駅周辺 29 1.4%

9 群馬県 藤岡・富岡 25 1.2%

11 群馬県 高崎･榛名 23 1.1%

11 群馬県 前橋 23 1.1%

12 千葉県 松戸・柏 22 1.1%

13 新潟県 長岡･寺泊 18 0.9%

14 新潟県 上越・妙高・鵜の浜 17 0.8%

15 長野県 湯田中・渋・志賀高原 16 0.8%

16 長野県 蓼科・白樺湖・車山 14 0.7%

17 千葉県 船橋 13 0.6%

18 埼玉県 熊谷・深谷 12 0.6%

21 長野県 女神湖・姫木平・東白樺湖 11 0.5%

21 長野県 信濃町・黒姫 11 0.5%

21 新潟県 新潟駅周辺 11 0.5%

36%

12%
5%

3%3%
2%

2%

1%
1%

1%
1%

1%

32%

軽井沢

万座・嬬恋・北軽井沢

佐久・小諸

草津・尻焼・花敷

長野・飯綱・戸隠

上田・別所・鹿教湯

碓氷・磯部

松本駅周辺

藤岡・富岡

高崎･榛名

前橋

松戸・柏

その他
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【②旅行者の旅程】 

■旅行者の旅程情報 

旅行者の平均滞在時間を抽出 

解析機関のカレンダーを4つのタイプに分類し、それぞれの時間を抽出 

・軽井沢エリアにＩＮした曜ヷごとに平均滞在時間を見ると、 

 Ｂ金曜ヷ、Ｄ土曜ヷ休前ヷ、Ａ平ヷ、Ｃヷ祝ヷの順に長い結果となった。 

・金曜ヷＩＮはヷ帰りが少なく、前泊や連泊をする旅行者が多いことがうかがえる。 

・ヷ祝ヷＩＮはヷ帰りが多く、平均滞在時間がやや短くなっていると思われる。 

ヷ 月 火 水 木 金 土

7月20ヷ 7月21ヷ

B D

7月22ヷ 7月23ヷ 7月24ヷ 7月25ヷ 7月26ヷ 7月27ヷ 7月28ヷ

C A A A A B D

7月29ヷ 7月30ヷ 7月31ヷ 8月1ヷ 8月2ヷ 8月3ヷ 8月4ヷ

C A A A A B D

8月5ヷ 8月6ヷ 8月7ヷ 8月8ヷ 8月9ヷ 8月10ヷ 8月11ヷ

C A A A A B D

8月12ヷ 8月13ヷ 8月14ヷ 8月15ヷ 8月16ヷ 8月17ヷ 8月18ヷ

C A A A A B D

8月19ヷ

C

祝日テーブル 平均滞在時間

A 11:12

B 12:24

C 10:43

D 12:07

A 当ヷが平ヷで翌ヷが平ヷ

B 当ヷが平ヷで翌ヷが休ヷ

C 当ヷが休ヷで翌ヷが平ヷ

D 当ヷが休ヷで翌ヷが休ヷ

カレンダー分類表
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

① 軽井沢 ヺ道146号線 ←群馬県（草津）  

② 軽井沢 ヺ道18号線 ←群馬県方面 

③ 軽井沢 上信越自動車道 碓氷軽井沢IC  

       ←群馬県（長野）方面（上り・下り） 

④ 小諸市 ヺ道18号線 ←上田方面、上信越自動車道 

                ←（軽井沢方面） 

⑤ 立科町 ヺ道142号線（254号線） 

⑥ 立科町 ヺ道152号線 ヸ門峠 ←茅野市 

⑦ 南牧村 ヺ道141号線 ←山梨県  

⑧ 佐久市 ヺ道254号線（内山峠） ←群馬県 

⑨ 軽井沢 JR軽井沢駅 

⑩ 佐久市 JR佐久平駅 
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

① 軽井沢 ヺ道146号線 ←群馬県（草津）  
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

② 軽井沢 ヺ道18号線 ←群馬県方面 
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

③ 軽井沢 上信越自動車道 碓氷軽井沢IC  

       ←群馬県（長野）方面（上り・下り） 
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

④ 小諸市 ヺ道18号線 ←上田方面、上信越自動車道 

                ←（軽井沢方面） 
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

⑤ 立科町 ヺ道142号線（254号線） 



17 

Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

⑥ 立科町 ヺ道152号線 ヸ門峠 ←茅野市 
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

⑦ 南牧村 ヺ道141号線 ←山梨県  
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査の設計概要 

軽井沢エリアへの旅行者を対象にして、 

以下で指定した流入経路での佐久広域への流入実態を調査。 

 

【経路の設定】 

⑧ 佐久市 ヺ道254号線（内山峠） ←群馬県 
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査結果（流入数） 

対象のルート（流入経路）を利用した軽井沢エリアへの旅行者の 

人数（回数）を抽出 

 

【設定流入経路（ルート）】 

① 軽井沢 ヺ道146号線 ←群馬県（草津）  

② 軽井沢 ヺ道18号線 ←群馬県方面 

③ 軽井沢 上信越自動車道 碓氷軽井沢IC  

       ←群馬県（長野）方面（上り・下り） 

④ 小諸市 ヺ道18号線 ←上田方面、上信越自動車道 

                ←（軽井沢方面） 

⑤ 立科町 ヺ道142号線（254号線） 

⑥ 立科町 ヺ道152号線 ヸ門峠 ←茅野市 

⑦ 南牧村 ヺ道141号線 ←山梨県  

⑧ 佐久市 ヺ道254号線（内山峠） ←群馬県 

⑨ 軽井沢 JR軽井沢駅 

⑩ 佐久市 JR佐久平駅 

・流入経路は、「軽井沢 碓井軽井沢ＩＣ」「ＪＲ軽井沢駅」「小諸市 ヺ道18号線」「軽井沢 ヺ道146号
線・鬼押しHWY」の順に多かった。 

・上位2ルート計で71.4％、上位4ルート計で94.5％と旅行者の多くが同じ経路を利用している。 

・草津北軽井沢側からの流入は113名（7.9％）あり、両エリアを周遊する旅行者が多いことがうかがえる。 

ルート 人数(回数) 割合

① 113 7.9%

② 11 0.8%

③ 645 44.9%

④ 218 15.2%

⑤ 2 0.1%

⑥ 15 1.0%

⑦ 14 1.0%

⑧ 3 0.2%

⑨ 382 26.6%

⑩ 34 2.4%
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Copyright(C) 2011 RECRUIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 今回の調査結果サマリ 【③エリアへの流入経路】 

■調査結果（図示） 

対象のルート（流入経路）を利用した軽井沢エリアへの旅行者の 

人数（回数）を抽出 

 

【設定流入経路（ルート）】 

① 軽井沢 ヺ道146号線 ←群馬県（草津）  

② 軽井沢 ヺ道18号線 ←群馬県方面 

③ 軽井沢 上信越自動車道 碓氷軽井沢IC  

       ←群馬県（長野）方面（上り・下り） 

④ 小諸市 ヺ道18号線 ←上田方面、上信越自動車道 

                ←（軽井沢方面） 

⑤ 立科町 ヺ道142号線（254号線） 

⑥ 立科町 ヺ道152号線 ヸ門峠 ←茅野市 

⑦ 南牧村 ヺ道141号線 ←山梨県  

⑧ 佐久市 ヺ道254号線（内山峠） ←群馬県 

⑨ 軽井沢 JR軽井沢駅 

⑩ 佐久市 JR佐久平駅 

                                              

7.9％ 

0.8％ 

44.9％ 

0.2％ 

0.1％ 

15.2％ 

1.0％ 

1.0％ 

2.4％ 

26.6％ 
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■調査結果（退出数）＊参考数値＊ 

軽井沢エリアへの旅行者が佐久広域から出ていく際のルートについて、 

流入同様の対象経路で人数（回数）の抽出を実施。 

 

【設定退出経路（ルート）】 

① 軽井沢 ヺ道146号線 →群馬県（草津）  

② 軽井沢 ヺ道18号線 →群馬県方面 

③ 軽井沢 上信越自動車道 碓氷軽井沢IC  

        →群馬県（長野）方面（上り・下り） 

④ 小諸市 ヺ道18号線 →上田方面、上信越自動車道 

                 

⑤ 立科町 ヺ道142号線（254号線） 

⑥ 立科町 ヺ道152号線 ヸ門峠 →茅野市 

⑦ 南牧村 ヺ道141号線 →山梨県  

⑧ 佐久市 ヺ道254号線（内山峠） →群馬県 

⑨ 軽井沢 JR軽井沢駅 

⑩ 佐久市 JR佐久平駅 

・退出経路は、「軽井沢 碓井軽井沢ＩＣ」「ＪＲ軽井沢駅」「小諸市 ヺ道18号線」「軽井沢 ヺ道146号
線・鬼押しHWY」の順に多かった。 

・上位2ルート計で73.1％、上位4ルート計で94.8％と旅行者の多くが同じ経路を利用している。 

・草津北軽井沢側への退出は103名（7.3％）あり、両エリアを周遊している旅行者が多いことがうかがえる。 

→ 流入と退出を別の口とする旅行スタイル促進や周遊コース開発により、広域内周遊につながる可能性。 

ルート 人数(回数) 割合

① 103 7.3%

② 13 0.9%

③ 600 42.6%

④ 203 14.4%

⑤ 0 0.0%

⑥ 8 0.6%

⑦ 14 1.0%

⑧ 6 0.4%

⑨ 429 30.5%

⑩ 31 2.2%
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■調査結果（退出数/図示）＊参考数値＊ 

軽井沢エリアへの旅行者が佐久広域から出ていく際のルートについて、 

流入同様の対象経路で人数（回数）の抽出を実施。 

 

【設定流入経路（ルート）】 

① 軽井沢 ヺ道146号線 ←群馬県（草津）  

② 軽井沢 ヺ道18号線 ←群馬県方面 

③ 軽井沢 上信越自動車道 碓氷軽井沢IC  

       ←群馬県（長野）方面（上り・下り） 

④ 小諸市 ヺ道18号線 ←上田方面、上信越自動車道 

                ←（軽井沢方面） 

⑤ 立科町 ヺ道142号線（254号線） 

⑥ 立科町 ヺ道152号線 ヸ門峠 ←茅野市 

⑦ 南牧村 ヺ道141号線 ←山梨県  

⑧ 佐久市 ヺ道254号線（内山峠） ←群馬県 

⑨ 軽井沢 JR軽井沢駅 

⑩ 佐久市 JR佐久平駅 

                                              

7.3％ 

0.9％ 

42.6％ 

0.4％ 

0.0％ 

14.4％ 

0.6％ 

1.0％ 

2.2％ 

30.5％ 
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■調査の設計概要 

軽井沢町エリア来訪者を対象として、 

佐久広域エリア内で、軽井沢町とどのエリアを周遊しているのか実態を調査 

また、その際の周遊パターン（ヷ帰り、宿泊）も分析 

 

【周遊エリアの設定】 

A 野辺山・八ヶ岳高原エリア（南牧村、川上村、南相木村、北相木村） 

B 松原湖高原・八千穂高原エリア（小海町、佐久穂町） 

C 白樺湖高原エリア（立科町、旧望月町） 

D 佐久平エリア（佐久市但し旧望月町を除く） 

Ｅ高峰高原、浅間高原エリア（小諸市、御代田町） 

 

【各周遊エリアでの滞在判定時間】 

A  2時間30分 

B 2時間 

C 2時間30分 

D 1時間30分 

E 1時間30分 
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■調査結果（全旅行者での周遊実態） 

軽井沢エリアへの全旅行者を対象に、 

「各周遊エリア」 での周遊実態を「●」で表し、 

右に周遊パターンの合計人数を集計 

・軽井沢エリアへの旅行者の90.5％が軽井沢町のみに滞在している 

・２エリア以上周遊している旅行者9.5%の内訳は 

 〒佐久平エリア4.3%、〒高峰浅間高原エリア3.0%。〒その他2.2%。 

・3エリア以上周遊している旅行者はほとんどいない。 

→佐久平エリア、高峰浅間高原エリアでの着地型観光商品開発により軽井沢との周遊促進につながる可能性。 

・特徴的な周遊への色づけ 

[黄色]軽井沢単独での周遊 

[橙色]エリア周遊した3%以上の周遊パターン 

基本エリア(軽井沢

町)

A 野辺山・八ヶ岳高

原エリア（南牧村、

川上村、南相木村、

北相木村）

B 松原湖高原・八千

穂高原エリア（小海

町、佐久穂町）

C 白樺湖高原エリア

（立科町、旧望月

町）

D 佐久平エリア（佐

久市但し旧望月町を

除く）

E 高峰、浅間高原エ

リア（小諸市、御代

田町）

● 1376 90.5%

● ● 6 0.4%

● ● ● 1 0.1%

● ● ● ● 2 0.1%

● ● 2 0.1%

● ● 6 0.4%

● ● ● 2 0.1%

● ● ● 4 0.3%

● ● 66 4.3%

● ● ● 10 0.7%

● ● 45 3.0%

合計 100.0% 0.6% 0.1% 0.8% 5.4% 3.9% 1520 100%

基本エリア

(軽井沢町)

エリア

人数
割合

(%)
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■調査結果（図示） 

軽井沢エリアへの全旅行者を対象に、各エリアの来訪パターン（％）を地図上に表示 

※合計％が100を超えるのは、 軽井沢⇔各エリアを周遊した延べ人数のため 

【軽井沢〒A〒B】を周遊した場合、 

 軽井沢⇔A、軽井沢⇔B両方にカウントされる 

  

 

【周遊エリア設定】 

A 野辺山・八ヶ岳高原エリア 

（南牧村、川上村、南相木村、北相木村） 

B 松原湖高原・八千穂高原エリア（小海町、佐久穂町） 

C 白樺湖高原エリア（立科町、旧望月町） 

D 佐久平エリア（佐久市但し旧望月町を除く） 

Ｅ高峰高原、浅間高原エリア（小諸市、御代田町） 

 

   軽井沢エリア単独来訪 (%) 

 

   各エリアへの延べ周遊者数（％） 

 

       

 

 

0.6% 

90.5％ 

5.4% 

0.1% 

0.8% 

3.9% 
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■調査結果（旅程別での周遊実態） 

軽井沢エリアへの全旅行者を旅程別に分け、 

「各周遊エリア」 での周遊実態を「●」で表し、 

右に周遊パターンの合計人数を集計 

・軽井沢エリアへの旅行者は69.4%がヷ帰り、21.1%が宿泊している。 

・２地域以上を周遊する旅行者の割合は、ヷ帰りで8.0%、宿泊で13.7%。 

・佐久広域内での宿泊エリアを変えての連泊はほとんどない。 

・特徴的な周遊への色づけ 

[黄色]軽井沢単独での旅程内周遊 

[橙色]エリア周遊した10サンプル以上の周遊パターン 

日帰り 宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 宿泊
● 1055 69.4%

● ● 3 0.2%

● ● 2 0.1%

● ● 5 0.3%

● ● ● ● 1 0.1%

● ● 1 0.1%

● ● 1 0.1%

● ● 3 0.2%

● ● 2 0.1%

● ● ● 1 0.1%

● ● ● 2 0.1%

● ● ● 1 0.1%

● ● ● 1 0.1%

● ● 28 1.8%

● ● 22 1.4%

● ● ● 2 0.1%

● ● ● 2 0.1%

● ● ● 1 0.1%

● ● 15 1.0%

● 321 21.1%

● ● 1 0.1%

● ● ● 1 0.1%

● ● ● ● 1 0.1%

● ● 1 0.1%

● ● ● 1 0.1%

● ● 12 0.8%

● ● 4 0.3%

● ● ● 5 0.3%

● ● 24 1.6%

● ● 1 0.1%

合計 75.5% 24.5% 0.3% 0.3% 0.1% 0.1% 0.4% 0.4% 3.5% 1.9% 2.6% 1.3% 1520 100.0%

D 佐久平エリア（佐久市但

し旧望月町を除く）

E 高峰、浅間高原エリア

（小諸市、御代田町） 割合(%)人数

基本エリア

(軽井沢町)

基本エリア(軽井沢町)

A 野辺山・八ヶ岳高原エ

リア（南牧村、川上村、南相

木村、北相木村）

B 松原湖高原・八千穂高

原エリア（小海町、佐久穂

町）

C 白樺湖高原エリア（立

科町、旧望月町）


